
 

木更津市制施行８０周年記念冠称事業実施要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、木更津市制施行８０周年記念事業実行委員会規約第３条第２号及び第３号

に規定される事業（以下「冠称事業」という。）の実施に関し、必要な事項を定めるものとす

る。 

（対象事業） 

第２条 冠称事業の対象となる事業は、市制施行８０周年を広く市民に周知し、共に祝うことが

できる事業で、次の各号のいずれにも該当するものとする。 

⑴  木更津市制施行８０周年記念事業の取組方針に定める、「シビックプライドの醸成」、

「未来ビジョンの共有」及び「パートナーシップの実現」の基本方針のいずれかに即した

もの。 

⑵  令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの期間に実施されるもの 

⑶  法人その他の団体等が主催するもの 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当すると認められる事業は、対象としな

いものとする。 

⑴  営利を目的とするもの（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項

の指定管理者がその指定に係る施設において行う自主事業を除く。）但し、市の振興に寄

与すると認められるときは、この限りではない。 

⑵  政治的目的を有するもの 

⑶  宗教的目的を有するもの 

⑷  その他木更津市制施行８０周年記念事業実行委員会会長（以下「会長」という。）が特

に不適当であると認めるもの 

（申込の手続き） 

第３条 冠称事業として承諾を受けようとする者は、木更津市制施行８０周年記念冠称事業承諾

申込書（別記第１号様式）を会長に提出し、その承諾を受けるものとする。ただし、木更津市

制施行８０周年記念事業実行委員会が記念事業として事業計画に掲げる事業については、申込

を省略することができる。 

 （冠称事業の決定） 

第４条 会長は前条の申込があったときは、速やかにその内容を審査し、承諾の可否を決定する

とともに、木更津市制施行８０周年記念冠称事業承諾（不承諾）決定通知書（別記第２号様式）

により通知するものとする。 

（計画変更等の連絡） 

第５条 前条の規定による承諾を受けた者（以下「事業者」という。）は、事業の中止又は事業

内容等の変更をする場合は、遅滞なく会長にその旨を届け出るものとする。 

（承諾の取消し） 

第６条 会長は、冠称事業が第２条第２項各号の規定に該当することが判明した場合は、承諾を

取り消すものとする。 
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（報告） 

第７条 事業者は、冠称事業が終了したときは、木更津市制施行８０周年冠称事業実績報告書（別

記第３号様式）により会長に対し、その内容を報告するものとする。 

（事業経費） 

第８条 冠称事業の実施にかかる経費は、事業を実施する主催者の負担とする。 

（事業への協力） 

第９条 会長は、冠称事業において、木更津市制施行８０周年記念事業名称の使用を認めるとと

もに、積極的に広報を行う等の可能な協力を行うものとする。 

（委任） 

第１０条 この要領に定めるもののほか、冠称事業に関し必要な事項は、会長が別に定めるもの

とする。 

 

附 則 

この要領は、令和４年３月１８日から施行する。 


